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プラスチックとゴムの試験

Intelligent Testing
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1．ツビックローエル グループ

1.1  熱い情熱と深い専門知識

私たちのカンパニーポリシーは”お客様へ
の情熱あるコミットメント”です。

私たちは全社員の1/3以上をサービスと
サポートに従事させ、顧客満足を達成する
ため全力を尽くしています。

160年に渡る同族経営のこの会社は、誠
実さと公正さで優れた価値を築いてきま
した。

長年にわたる、パートナー、サプライヤー、
そしてお客様との相互信頼から成る、親密
な協力関係の価値観を培ってきました。

ドイツのウルムにあるツビックローエル本社内のイノベーション・センター

パートナーシップの成功の基礎 ： 革新的な社員と革新的な製品群

常に最高のサービスを届けます常に最高のサービスを届けます

1000人以上の社員がウルム(ドイツ)の本社に従事しています。

多くの社員は長年に渡って共に活動を続けています。　社員の知
識、能力、確約の力がツビックローエルの世界的な成功の背景にあ
ります。

私たちは世界中の50以上の国に拠点を持っています。

最適なソリューションを提供します最適なソリューションを提供します

静的材料試験でも、様々な形式の疲労試験でも最適なソリューショ
ンを提供しています。 硬度試験、衝撃試験及びメルトインデックス測
定用の装置も提供しています。

また、お客様のニーズに合わせた既製のソリューションがない場合、
当社の専門家が最適なソリューションを見つけます。 最低限のカス
タマイズから、完全に自動化された試験システムや特殊なテストスタ
ンドまでサポートします。
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1.2  ポリマー試験のパートナー
　　としての高い信頼

システム・ベースの試験
ソリューション

60年以上に渡り、ツビックローエルはプラ
スチックとゴムの試験機や装置を開発して
きました。

何世代にも渡って、研究者、品質保証専門
家が、信頼できる精確な試験結果、高度な
先端測定方法が保証されているツビックロ
ーエルの試験機を使ってそれぞれの成功
に到達しています。

包括的な範囲に及ぶ試験機は、これまでの
経験やお客様との密な協力に支えられた
コミットメントに基づいており、この多様な
製品群は、全てのアプリケーションにテイラ
ーメードなソリューションを提供します。

例えば、サンプリング受入検査のような、
たまに行われる試験用にも、ツビックロー
エルはシンプルで費用対効果の高い試験
機を提供できます。

生産と品質管理では、試験状況に応じて
精細に組立てられ、毎日、毎年、規格に完
全準拠した試験が実行でき、再現性が高
く、頑強で信頼できる試験機を必要としま
す。　

材料研究では広いアプリケーション範囲が
に要求され、モジュール化やシステム・ベー
スのアプローチから、様々な試験片ホルダ
ーやセンサーで対応されます。

モジュール性の副産物は、私たちの試験機
は、将来何年にも渡って、新しいタイプに簡
単に改良が可能な事です。

スペシャリストと標準規格

ツビックローエルは100人以上の社員が、
最新の標準規格に準拠して、試験機、各器
具、ソフトウエア・パッケージの開発に従事
しています。

アプリケーション・ラボのスペシャリストは、
新製品の試験や、顧客依頼の試験を実行し
ながら、同時に、要求される試験タイプに
装置が適合しているかを検証しています。

複数のツビックローエルの社員が、試験
機やプラスチックおよびファイバ複合材料
等、様々な標準委員会に参加しており、国
際規格の策定に深く関わっています。

製品品質

ぜん性材料に使われる試験機は、ドライブ
やガイド部品、軸性、剛性の品質について
の厳しい要件が求められます。　
ツビックローエルの試験機はとても高い製
品品質を特徴としています。

洗練された生産方法と経験豊
富な社員

ツビックローエルのウルム工場では、最新
の製造テクニックが7,000m²のエリアに
わたって使われています。

洗練された装置と有能で経験豊富な社員
の組立技術は常に高い品質を約束します。
多くの社員は長年勤務しており、2世代、3
世代にわたってツビックローエルで働いて
います。

校正　
　　-　特に重要な必要項目です

全ての試験機は、ツビックローエルの製造
エリアから出荷される前に、最新のISO規
格にに準拠して校正され、全ての荷重や位
置センサーの測定精度を保証します。

信頼できる試験結果

ツビックローエルの試験機で得られた結果
は精度、再現性、繰返し性、トレーサビリテ
ィが高く、信頼いただけます。

ドイツのウルムにあるツビックローエル本社内のアプリケーション・ラボ
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2. プラスチックの試験

ツビックローエルの特別に強い特徴の一
つは、ISO 10350(シングルポイントデ
ータ)、ISO 11403(マルチポイントデー
タ)また、ISO 17282(デザインデータ)
に規定されている成形材料の特性評価技
術です。

これらの試験結果の多くはツビックローエ
ルの試験機を使って得ることができ、ウエ
ブサイト　www.campusplastics.com 
を通してCAMPUSのメンバーは参照する
事ができます。

その他のキーポイントは、部品や材料の試
験の範囲の広さです。
試験片は最終製品から造られます。

製品の一部または、最終製品全体に負荷を
かけ、その特性が試験されます。

プラスチック・フィルム、パッケージ、パイ
プ、軟質や硬質フォーム、および、広範囲の
シートが試験されます。

　5kN までの試験機 　250kN までの試験機 　恒温槽 　全自動システム

　クリープ試験機 　疲労試験機 　高速試験機 　落重試験機

　振り子衝撃試験機 　押出しプラストメータ 　HDT(熱たわみ温度)と
             VST(ビカット軟化温度)

　落重試験機

　ツビックローエルの材料と部品の試験機。　アプリケーションの範囲は、クリープ試験、準静的試験、動的試験、動的試験、高速引張試験、
　衝撃試験、硬度とフローレートの測定(メルトインデックス) におよびます。

2.1 アプリケーション概要
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2.2 プラスチック製品と
　　成形材料の試験

成形材料の特性評価において重要な側面
は、試験結果の異なるラボ間での互換性
です。

試験片の作り方や形状、テストシーケンス
は繰返し性と再現性の両方の要求を満た
すように、全て詳細に規定されています。

品質管理において、測定値の時間による変
化は基本的な標準評価項目です。

たとえ再現性が限られていても、高い繰返
し性はとても重要です。
技術的な視点として、それは装置の設計を
シンプルにすることにつながります。

引張試験

ツビックローエルは、全てのアプリケーショ
ンに最適なソリューションを持っています。

成形材料の特性評価用には平行試験片グ
リップと高分解能の伸び計や、引張弾性率
が不要な場合の品質管理には機械式試験
片グリップとロングストローク伸び計を選
択できます。

曲げ試験

試験片が要求される方法で負荷がかけら
れることを確実にするため、曲げ治具はと
ても精確に合わせ込まれなければいけま
せん。

非常に実用的なTスロットシステムは、曲げ
試験キットの引張試験片グリップへの取付
けを素早く、確実に合せ込み、ゲージの設
定やセンタリングストッパーがこの操作を
シンプルにします。

ISO 527に準拠した引張試験。　引張弾性率の測定(成形材料の特性評価)

ASTM D 638に準拠した引張試験。　(品質管理)

ISO 178 または　ASTM D790 準拠の3点曲げ試験(室温)

スロットとゲージ設定を換えるだけで、引張試験から曲げ試験へ容易に交換できます
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クリープ試験

この試験は一定の静的負荷下で行われま
す。

試験結果として代表的なのは、ひずみ-時
間曲線や、クリープ率-時間曲線です。
複数の試験結果から、等時応力-ひずみ曲
線や破壊曲線を作ることができます。

試験継続時間は1,000時間以上です。
そのため、この目的に特別に最適化された
クリープ試験機が使われます。
試験時間に加え、キーパラメーターは、温
度、湿度、そして媒体中での保持です。
クリープ方法は通常、引張試験や曲げ試験
になります。　圧縮荷重への応用はASTM 
D2990に規定されています。

HDT試験とVST試験

熱たわみ温度(HDT)とビカット軟化温度
の測定では、試験片は決められた一定レー
トの加熱状態にさらされます。
試験結果は、決められたたわみや押込み深
さに達した温度になります。

HDT試験の構成で温度を変化させなけ
れば、さらに、クリープ特性が測定できま
す。　

引張荷重下のクリープ試験 (ISO 899-1, ASTM D 2990)

曲げ荷重下のクリープ試験 (ISO 899-2)

HDT試験 (ISO 75-2) : 試験片は液槽の中で一定レートで加熱されます

VST試験 (ISO 306) : 重量負荷のある針の押込み深さ温度の測定
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衝撃試験

振り子衝撃試験機 (従来型)

この試験で得られるのは、弾性と破壊タイ
プの試験結果です。
弾性は、試験片を破壊するのに必要なエネ
ルギーで、振り子軸上のロータリーエンコ
ーダーで測定されます。

振り子のサイズ、衝撃スピード、試験片の
形状や試験片ホルダーは規格に規定され
ています。

振り子衝撃試験、計装化

力-変位-時間の推移を測定するのための
荷重センサーと高速データ取得レートを使
って、追加のデータが取得できます。

試験結果は破断時の最大荷重とひずみ、
破壊靭性特性で、破壊タイプの識別をする
こともできます。

高速引張試験

部品設計のためのデータを得るには、広範
囲のひずみ速度で引張試験が行われます。
低速領域は振り子衝撃試験機での引張衝
撃試験で、高速領域は落重試験機と油圧
式高速試験機(HTM)でデータが得られ
ます。

多軸衝撃試験

このタイプの試験は、多軸の荷重を負荷し
ます。　ペネトレーターの荷重センサーは測
定用信号を発生します。　試験は落重試験
機または高速試験機で行われます。

従来型の衝撃試験 : (左)シャルピー 、　(右)アイゾット

計装化引張衝撃試験 : 荷重センサーがクランプ部に位置しています

高速引張試験では、高いひずみ率での引張特性が得られます

ISO 6603-2 多軸衝撃試験と荷重-変位曲線の記録
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2.3 プラスチック パイプ
　　の試験

使用用途やパイプの種類によって、大きく
異なるタイプの試験があり、関連規定に記
述されています。

ツビックローエルは精度が高い、標準規格
準拠の試験機を提供しています。

初期リング剛性

この項目は、パイプの、半径方向への圧縮
荷重に対する抵抗特性を示します。　3%
の低い変形で測定されます。

リング柔軟性

試験機の構成は、リング剛性測定と同様で
すが、30%の変形が使われます。

クリープ試験

クリープ試験は、放射状荷重下または曲げ
条件下での被試験パイプ部材の長期間の
挙動を測定します。　　

通常の試験期間は42日ですが、　個別の
要求によりより長い期間のクリープ試験が
行われます。

試験結果はクリープ挙動とクリープ弾性
率です。

引張試験

パイプ材料の特性評価には、パイプ壁から
加工されたダンベル試験片で引張試験が
行われます。

ビカット軟化温度

軟化温度は、高温物質の運搬に使われるパ
イプには、とても重要な特性です。

ISO 9969 リング剛性の測定 : 内径によってリング変形が測定されます

直径630mmまでのパイプ用の特別な変位トランスデューサー

パイプ類のクリープ試験

ISO 9969 引張試験 : 厚さによって試験片の形状が異なります
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2.4 フィルムと
　　シート材料の試験

引張試験

1mm厚までのフィルムとシートは、短冊試
験片またはダンベル試験片を使って試験
されます。

短冊試験片では、材料の伸びは通常、公称
値で、クランプの引き込み変位で測定さ
れます。

ダンベル試験片では光学式伸び計を使っ
て直接測定されます。

フィルムのパンクチャ―試験

硬い、鋭い、または角度のある物体を使用
して荷重をかけることは、梱包材にとって
重要です。

EN 14477 に準拠した パンクチャ―試
験 は0.8mmの径を持つ先端ティップを
使い測定します。　この試験はパーカーボ
ールポイント試験としても知られています。

ASTM F1306 にも類似した試験が記載
されています。この場合は、プローブは直
径35mmの球形です。

引裂き進展試験

引裂き進展強度とは、材料の亀裂の進行に
対する耐性を示します。

試験機の構成は、引張試験と同様ですが、
試験片は決められた亀裂の入ったグレイブ
ス・タイプの試験片またはアングル形試験
片です。

層間はく離試験

多層フィルムでは、層間密着力について理
解することが重要で、主に180°の層間は
く離試験が実施されます。

摩擦係数の測定

フレキシブルフィルムの静的および動的摩
擦係数は、補助装置を使った静的試験装置
で簡単に測定できます。
この試験は多くの規格で定義されていま
す。

ISO 527-3, ASTM D 882 引張試験

EN 14477(パーカーボールポイント試験） フィルムのパンクチャ―試験

180°はく離試験 : 一定のはく離角度を保ちます

静的および動的摩擦係数(COF)の測定
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2.5 溶接接合部や接着接合部
　　の試験

フレキシブル材料

はく離強度試験

はく離抵抗は引張粘着試験で測定します。
それは、はく離角度に強く依存し、全ての
試験方法は規格化されています。 ツビック
ローエルはこれらの規格に適応した試験治
具を提供しています。

 ・ 90° はく離試験
 ・ 180° はく離試験
 ・ フローティングローラー はく離試験
 ・ シール継ぎ目試験

初期接着性

この特性は、接着ラベルやテープを対象に
測定されます。　初期接着性は引張り力の
最大値で表されます。

剛性材

せん断強さと引張特性

接着接合部の引張特性は、突合せ継手の
接着試験で測定され、せん断特性はオーバ
ーラップせん断試験で測定されます。

エネルギー解放率（G）

亀裂伝搬抵抗は、亀裂表面のエネルギー解
放率で評価されます。　亀裂開口 モード I 
と、DCB(Double Cantilever Beam)
試験セットアップが広く使われています。　

はく離抵抗測定のための90°はく離試験

ヨーグルト容器のシール継ぎ目試験、　はく離角度は一定に保たれます

巻き戻しはく離力の測定

Finat FTM 9のループタックテストにお
ける粘着ラベルの初期接着の測定

ISO 4578 浮動ローラはく離試験

EN 1939とAFERA 4001の
180° はく離試験
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2.6 軟質フォーム材料の試験

フォーム(発泡体)材料は車両のシートクッ
ションや家具、マットレスなどに断熱材とし
て、また、音響減衰にも使用されます。 試
験方法はそれらの使用用途が重視されて
います。

圧縮特性/圧縮応力値

長方形ブロック試験片には、決められたシ
ーケンスで、　打ち抜かれた2つの平らな
圧縮プラテン間で、繰返し/周期的圧縮負
荷が加えられます。

試験結果は荷重または変位量で、決められ
た滞留時間後に記録されます。　　　

押込み硬さ

決められた形と大きさ(直径203mm)の
圧子で、圧子より大きいフォーム材ブロッ
クを押込みます。

一定荷重パウンディング

テストシーケンスは、　最初に押込み硬さと
厚さの初期値を測定し、荷重パウンディン
グ(例：80,000サイクル) 後に再度測定を
行います。

これらの値から、硬さと厚さの低下率を求
めます。

この試験は、通常の気候条件または特別な
湿度と温度条件下で行われます。　

圧縮特性/圧縮応力値　(ISO 3386, ASTM D 3574)

押込み硬さ (ISO 2439, ASTM D 3574)

モールド発泡部材の押込み硬さ

一定荷重パウンディング (ISO 3385) : 周期的負荷の前後の試験結果のグラフ
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引張試験

引張特性は、ダンベル試験片で測定され
ます。

ひずみは、低慣性の接触式伸び計または非
接触の光学式伸び計で試験します。

引裂き試験

この試験はフォーム材料の引裂き抵抗を測
定するのに使われます。

ゴム材の同様な試験と違い、試験片はモー
ド I と呼ばれる亀裂開口で変形します。

2.7 硬質フォーム材料の試験

硬質フォーム材料は、断熱や防音用の複合
材料のコアとして、また、例えば道路工事
の下地材料として使用されます。

測定項目 : 

 ・ 見かけ密度
 ・ 引張特性
 ・ 圧縮特性
 ・ 圧縮クリープ
 ・ 曲げ特性
 ・ せん断特性
 

引張試験　(ISO 1798, ASTM D 3574)

引裂き試験 (ISO 8067)

圧縮試験 (ISO 844) 

垂直引張試験 (EN 1607)

圧縮試験 (ISO 844) 直接変位量測定

引張特性曲線 (ISO 1926)
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2.8 コンポーネント試験

コンポーネントや構造要素の特性は材料の
特性から常に正確に予測できるわけでは
ないので、コンポーネント状態での代表的
な負荷条件で試験されます。それにより強
度や変形特性が測定され計算方法が検証
されます。

T溝テーブル、曲げビームやホールドダウ
ンクランプなどの広い範囲の標準治具に
加えて、ツビックローエルの試験機は試験
結果を記録しドキュメント化する多くのオ
プションがあります。

オプション例 : 

 ・ 測定値曲線に同期したビデオシーケ
ンスの記録

 ・ 接触とスイッチング状態の記録

 ・ 電気的特性の変化の記録

機能試験

キーになるのは製品が適切に機能するた
めの基本能力を備えているか試験するこ
とです。

測定項目は、パッケージの積み重ね可能高
さや、缶飲料または食べ物の容器の蓋を開
ける力や、ポンプ式容器の押し出す操作に
必要な力などです。

中空パッケージや飲料品の箱名などの積み重ねに関する測定

ケーブル絶縁のノッチ抵抗測定 (LV 112)

窓枠のコーナー剛性の測定

取り扱い操作に必要な力の測定

ボトルのコルクの引抜き力試験

皮下注射の機能試験 スクリュー式安全蓋の試験
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3. ゴムの試験

ツビックローエルは、数十年に渡りゴムや
エラストマー業界に積極的に参加してい
ます。

我々の試験機は、これまでの多くの技術開
発と、現在の重要な研究と装置開発をサポ
ートしてきております。

ゴムの試験でキーになるのは標準試験片
を使った材料の特性試験や、タイヤ、ショッ
クアブソーバー、コンベアベルト、ベルト、シ
ール、コンドーム、グローブや靴のソールな
どから抽出した試験片を使った測定です。

ツビックローエルは、引張、圧縮、ねじり荷
重用試験機や、硬度計、摩耗試験装置、反
発弾性試験機や圧縮特性測定用治具など
を広範囲に提供しています。

3.1 アプリケーション概要

　zwickiLine 試験機 　ProLine 試験機 　AllroundLine 試験機 　Robotic 試験機

摩耗試験器具 ボールリバウンドテスター 反発弾性試験機 　硬度計

試験リグ 　ねじり試験機 　疲労試験機 　圧縮セット

　ツビックローエルのゴム材料の試験機
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3.2 ゴムとエラストマーの試験

引張試験

引張試験は最も頻繁に実施される試験の
一つです。　引張試験では通常ダンベル試
験片やリング状試験片が使用され、複数の
特性を測定することができます。

引裂き試験

引裂き試験は、切り込み、すなわち破損し
た材料の挙動特性を測定します。異なった
タイプの試験片が使われます。

 ・ トラウザー型試験片
 ・ アングル型試験片
 ・ クレセント形試験片

圧縮試験

圧縮弾性率の測定に使われるのは圧縮試
験です。　ISO 7743では、試験片は4回
繰返し荷重がかけられ、4回目の荷重の決
められた参照点で圧縮弾性率が測定され
ます。

圧縮永久ひずみ率

圧縮永久ひずみ率は重要な特性です。
高温で決められた時間後の決められた変
形にて試験片の厚みの減量で測定されま
す。

せん断試験

せん断特性は、通常はダブルラップせん断
試験片で、時には4つのゴムブロックがせ
ん断されるクアドラプルせん断試験片を使
って測定されます。　せん断弾性率は複数
回の繰返し荷重の後に測定されます。

引張試験 (ISO 37, ASTM D 412)

トラウザー形試験片での引裂き試験 (ISO 34-1)

アングル形試験片での引裂き進展試験 (ISO 34-1)

リング状試験片での引張試験 (ISO 37, ASTM D 412)
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磨耗試験

磨耗試験は相対的試験です。
最初に標準の基準エラストマーを使い決め
られた質量条件で磨耗測定を行います。

試験対象のゴムの結果は基準エラストマー
との関係で示されます。

硬さ

ゴムの硬さの測定方法は通常、IRHD 
(International Rubber Hardness 
Degree, 国際ゴム硬さ) またはショアA(
デュロメーターA)が使われ、特別な場合に
はPusey and Jones法が使われます。

反発弾性

この特性は Schob振り子を使って測定
します。

粘弾性特性

試験片は振動を加えることで装着されま
す。　

貯蔵弾性率と損失弾性率は荷重信号の結
果から測定されます。

試験は広い範囲の温度と周波数(周波数掃
引)で実行されます。

3.3 ダンパーとベアリングの試験

自動車構造によく使われるエラストマーの
制振材料は金属製支持部品に接続される
ことが良くあります。

粘弾性特性は油圧サーボ試験機を使って
広い範囲の周波数と温度で測定されます。

静的試験機は最大負荷での変形時、 また
は、研究室の条件下で決められた稼働状
況を再現しなければいけない時に使われ
ます。

耐摩耗性　(ISO 4649) 圧縮永久ひずみ率の測定

ショアA硬さ試験 (ISO 7619-1) OリングのIRHD硬さ試験

ダンパーの試験 ベアリングの試験

吸音パネルの動的試験　　　　　　　　　　　　　　　　エンドクッション部品の動的試験
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3.4 タイヤの試験

ゴムやカーカス繊維、タイヤコード、スチー
ルベルトなどの個々の部品は、従来の方法
を使ってそれぞれ試験されます。

ゴムと金属や繊維との間の接着力はタイ
ヤの寿命や品質を決める主な要因になり
ます。

この特性は引抜試験や接着試験によって
測定されます。

3.5 シールの試験

シールの押出し性などの特性は、長期間、
高信頼度で決められた機能を満たさなけ
ればなりません。　ツビックローエルはそれ
らの試験に必要な標準治具を供給してお
り、特定の特性試験についての治具も製造
しています。

複雑な、シールの押出し性の開発では、変
形挙動に関する情報が重大な役割を持
ちます。それにはツビックローエルのビデ
オキャプチャリングプラスを薦めています。

カメラを使って、試験と同時にシーケンス
画像が記録されます。ハードウエア同期機
能で試験データとビデオ画像が完全に同
期されます。ビデオの再生ポイントがグラ
フ曲線上に示されます。

乗用車のタイヤの乗り心地と操作性特性試験

車両のドア・ガラスのゴムの押込む力の測定

シールの押出し変形 : ビデオ画像と荷重変位曲線が完全に同期していてわかりやすい

タイヤコードの引抜試験
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4 プラスチックとゴムの試験用
　製品とサービス
　　

4.1 寸法の測定

試験片の寸法を正確に繰返し測定するこ
とは試験結果の再現性に大きな影響を与
えます。

寸法測定方法は、材料の特性によって複数
の標準規格に定められています。

ノギス

ノギスは、≧30mmのプラスチックとゴ
ム(ISO 178, ISO 4648, ASTM D 
3767, DIN 53534)と、≧10mmの硬
質フォーム(DIN 53570)の寸法測定に
使われます。

ラチェット付きマイクロメーター

ラチェット付きマイクロメーターの特徴は
測定圧が一定で、≧0.25mmの硬質また
は半硬質のプラスチックに使われます。

デジタルノギスとマイクロメーターはマル
チプレクサーを介してPCに接続されます。
マルチプレクサーは2、3または6台の測定
器まで接続できます。

定圧厚さ測定器

定圧厚さ測定器は、ゴム、エラストマー、軟
質プラスチック、軟質フォーム、薄板材料や
フィルムの測定に使われます。

厚さ測定器によって試験片に加わる接触
圧力によって測定精度が決まります。

様々な標準規格が形状とセンサーエリア、
接触面を、加えられるウエイトと共に規定
しています。

ツビックローエルは、ゴムやフィルムの試験
用に、接触要素とウエイトなどすぐに使用
可能なセットを提供しています。

デジタルノギス ラチェット付きマイクロメーター

マイクロメーターまたは自動断面測定器による寸法測定の標準規格

荷重一定での厚さ測定器
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4.2 試験片の準備

標準的な熱可塑性樹脂および熱硬化性成
形試験片は、射出成形または圧縮成形によ
って作成されます。

この工程中、材料特性は、圧力、温度、流
速などの生産パラメータに大きく影響さ
れます。

試験片は、ISO 2818の規定のように、機
械的処理によって厚版または部品から取
得されます。 

本カタログの最後に試験片の形状と標準
規格の概要をまとめています。

ノッチ

衝撃試験用のノッチ加工器具には、手動タ
イプとモータータイプがあります。

手動ノッチプレーン

手動ノッチプレーンは、手動ですがとても
便利です。 良質なノッチを通常必要になる
量が作れるよう設計されています。
一度に4つの試験片にノッチを作れます。

ZNO 自動ノッチカッティング
　装置

モーター駆動のノッチカッティング装置は
単歯ミリングカッターを使用しています。
試験片の厚さによっては、12枚のノッチを
を同時に作成することができます。

送出しと切込みの個別スピード調整によ
り、ノッチ品質は材料毎に最適化されま
す。

シングルおよびダブルノッチを高信頼で製造する手動ノッチプレーン。
残り幅はリミットスイッチに設定されていてカッターのフィードと試験片の送出しとリンク
しています。

ノッチ形状の概要

ZNO 自動ノッチカッティング装置は、　試験片のシングルおよびダブルノッチをまとめて
手軽に作成できます。
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フィルム材料用
　ストリップカッター

フィルム材料から静的引張試験用の短冊
試験片を作るには、断面がきれいで欠けが
なく精確に直線で平行なことが重要です。

このストリップカッターを使用するには、約
180 mm幅で300 mm長さのフィルムを
凸面状のカッティング台に取付けます。

カッティングツールは11枚のブレードを持
ち、一度の操作で全ての短冊試験片を切
断します。

試験片の寸法

長さ : 約230 mm
幅    : 10 または15 mm
厚さ : 5 ～ 900 um

  

ツビックローエルのカッティン
グプレスと切断ダイ

ゴムや軟質プラスチックからの試験片の作
成用に、ツビックローエルは標準規格と特
別な試験片の形状に対応すべく広範囲な
切断ダイを備えています。

現在のラインアップは、後述の "5.1 試験
片形状、寸法と切断ダイ"　の表にリストさ
れています。

カッティングプレスの
  アドバンテージ　

 ・ ブレード交換が簡単

 ・ メカニカル・イジェクション　システム
  (鋭利な断面からの怪我や損傷を防止)

 ・ ブレードを何度も再研磨可能

 ・ カッターとイジェクション システムは
　　別部品になっているので消耗時には
　　ブレードだけの交換で済む
 

同時に10枚までの試験片が切取ることができるストリップカッター
切口は精確に直線で平行かつ切り欠けがない

円形試験片用、7101センタリングスピゴッ
ト付き偏心レバー手動カッティングプレス

1) 切断ダイは、直径80 mmまでのリング状試験片や75 mmまでの四角形試験片や
160x30 mmまでのダンベル試験片に使用可能です。

ZCP020 ベントレバーカッティングプレス
全ての試験片形状に対応可能

7108 空圧カッティングプレス
全ての試験片形状に対応可能
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ProLineロードフレーム - 
　　標準的な試験用

標準規格に準拠した受入検査や品質保証
検査を実施していますでしょうか？応力や
変形、ひずみの測定は必要ですか？

そのような場合にProLineは最適です。
このロードフレームは、ガイドカラムとリー
ドスクリュードライブを備えており、5 kN
から100 kNまでの試験荷重に対応して
います。

試験片グリップ、試験治具、機械式および
光学式伸び計などを包括的に提供してい
ます。

4.3 電気機械的試験機

ツビックローエル - フットプリ
ントは小さく、アプリケーション
範囲は大きく

高品質の一軸カラムロードフレームは操作
が簡単で、5 kNまでの試験荷重用に特別
に設計されています。

短いロードフレームは曲げ試験や機能試験
に使用され、長いロードフレームは、例えば
延伸ポリマーやプラスチックフィルムやゴ
ムの引張試験に適しています。

AllroundLineロードフレーム 
- 高度な試験要求をより便利に

テーブルトップ AllroundLine モデル
は、特許のアルミ押出成形で製造された門
型フレームが特徴です。

それは、軽く、曲げ強度が高く、リードスク
リューガイドとリードスクリューガード両方
の機能を備えます。

テーブルトップ モデルのサポートレッグ
は、オペレーターやアプリケーション用途に
合せて最適な高さに調整可能です。
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フロアスタンディング モデルは、２つまた
は4つのガイドカラムを備えるロードフレー
ムが特徴です。

頑強なロードフレームの構造は、試験軸の
精確なアライメントの最適条件を確実にし
つつ、ロードフレーム内に1つまたは2つの
試験エリアを持つことができます。

部品試験では、ベースクロスヘッドは試験
片取付けプレートの中に入れてしまうこと
もでき、ねじり試験ではねじりドライブと
適切なセンサーを備えたtestControl II 
plusシステムはロードフレームに装備さ
れます。

testControll II - 
　　測定と制御を完璧に

testControl II はツビックローエル製
で、プラスチックとゴムの試験要求に理想
に適合するよう作られています。

センサーからの信号はハイレートでスキャ
ンされ、最高2000 Hzで試験ソフトウエア 
testXpert IIIで処理されます。

さらに、24-bitの信号分解能のため高精
度で高再現性な試験結果を全てのスピー
ドレンジで得られます。

　
　

革新的なtestControl II エレクトロニク
スは、安全技術、性能、制御と駆動技術に
おいての標準を築いています。 
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試験エリアの追加

標準ロードフレームをベースフレームの上
にマウントすることで、大型の成形フォー
ム部品用の試験エリアを追加することがで
きます。

静的および動的試験用
繰返し圧縮試験機

高速な電気機械的ドライブを持つこの試験
機は真のオールラウンダーです。

このタイプの試験機では、一定荷重パウン
ディング (ISO 3385または自動車業界
試験規格準拠)と、圧縮特性と押出し硬さ
試験ができます。

軟質フォーム用ロードフレーム

大型スラブストック、または、シートクッシ
ョンやマットレスのような成形フォームの
試験に最適化されたロードフレームは、便
利さやフレキシビリティーでとても優れて
います。

C形状のロードフレーム

このデザインは大型フォーム部品の試験に
適しています。　折りたたみ式のテーブル
で大型の試験部品を安定して支えること
ができ、試験エリアには3方向からアクセ
スでき、素早く便利性の高い操作が可能
です。

アダプター部品を取り付けることで、さら
に引張試験や引裂き進展試験も可能にな
ります。

ロードフレーム下の3番目の試験エリアで
のフォーム部品の試験

軟質フォーム専用試験機

繰返し圧縮と押込み硬さの組合せ試験機 大型および小型フォーム部品用のC形状のロードフレーム
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4.4 油圧サーボ試験機

ツビックローエルの油圧サーボ試験機の耐
疲労性は、本体公称荷重に至るまでの非
常に剛性の高いロードフレームを持ってい
ます。　

さらに、高速で、全てのテストシーケンスで
インテリジェント制御された精密なデータ
収集を特徴としています。

動的アプリケーション

代表的なアプリケーションは、プラスチック
の圧縮や曲げ、繰返し荷重試験、そして、ゴ
ム取付部品やエアスプリング、エラストマー
ダンパーの動的挙動の測定、さらに、疲労
試験や接着ジョイント部の動的はく離試験
などがあります。

其々のアプリケーションに適した
ロードフレーム

アプリケーションによって異なったリードフ
レームが使われます。

HCモデルは高いフレーム剛性を特徴とし
たテーブルトップ試験機です。

HAモデルは、試験アクチュエーターが下部
クロスヘッドにマウントされ、クロスヘッド
の高さ調整が可能となっています。

HBモデルは試験エリア上部に試験アクチ
ュエーターが取り付けられて、高さ調整可
能なクロスヘッドです。

高速繰返し荷重向け油圧サーボ試験機

HAモデル - 50 kN ～ 500 kN HBモデル - 50 kN ～ 2,500 kN

HCモデル - 10 kN ～ 25 kN

HCコンパクト モデル -  
                 10 kN ～100 kN
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高度な品質管理

高品質温度コントローラで制御されていま
す。　ファン部分で温度センサーが記録して
おり、オプションで試験片近くにも取り付
けることができます。

簡単な構成変更

恒温槽はレールの上に設置されているの
で挿入や取出しが簡単で、T型の取出しス
ロット設計なので試験片グリップを外す必
要がありません。

4.5 恒温槽

ツビックローエルの静的および動的試
験機に装備される恒温槽は、-80℃ ～ 
+250℃までの試験温度に対応していま
す。　電気加熱方式で冷媒には液体窒素が
使われています。

伸び計

恒温槽側面の操作口から、光学式および
機械式の伸び計が使えます。　低温試験用
に、オプションで操作口枠にヒーターをつ
けることもできます。

恒温槽はレールを使って取り出せます

恒温槽付きAllroundLine試験機 : 恒温槽の側面の穴から伸び計を差し入れます 試験前温度調整用の試験片マガジン
(オプション)
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4.6 クリープ試験機

定荷重下のプラスチックのクリープ挙動の
測定は、ASTM D2990(引張と曲げ) と
ISO 899-1(引張)、ISO 899-2(曲げ)
に準拠して実行されます。

複数試験軸のロードフレームでは、複数試
験片の同時試験が可能になります。

全てのタイプの試験において、伸びや変形
の測定は　オプションで、1台のビデオカメ
ラを使って複数の試験片を光学的に実行
することができます。

試験中は、高品質の恒温槽または環境槽
が試験片の条件設定に使われ、多くの場合
長い時間を必要とします。

これらの電気機械的クリープ試験機は、さ
らに、100 mm/min までの速度の静的
引張、圧縮、曲げ、応力緩和試験に使用す
ることができます。

代表的な評価結果例

クリープ弾性率　vs. 時間　特性 クリープ vs. 時間　特性

2xロードフレームのクリープ試験機 : それぞれ5x測定ステーションと1x恒温槽の構成
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人間工学ベースの操作レイアウト

操作関係は取扱いに最適な高さに調整さ
れています。

工具不要の振り子交換

各々の振り子ハンマーは迅速交換装置に
より工具無しに振り子の交換ができます。

交換手順が簡単

サポート治具はしっかりと装着されてお
り、治具の交換には、ネジが少しずつ緩み、
治具が押し出されます。　

リミットスイッチ・ストッパーにより、位置決
め再現性が確実になっています。

4.7 振り子衝撃試験機

HIT 振り子衝撃試験機は細部にわたり完
全に国際標準規格に準拠しており、ユーザ
ーは常に信頼してご使用いただけます。

重量感あるサポートフレームと
安定したベース

振り子衝撃試験機のベースプレートは、振
動減衰成型材で製造されており、振り子の
質量に対するその質量の比率は標準規格
に準拠しています。　

3つの重量感あるロック可能なレベリング
フィートは、しっかりした支持と必要な水平
化性能を持っています。

振り子コーディングを標準装備

個々の振り子は試験機によって自動的に
認識されるので、誤使用や交錯の可能性を
排除できます。

振り子衝撃試験機 : 全てのアプリケーションに適切な試験機を - 各々の試験機に種々のハンマー

HIT5P 振り子衝撃試験機

HIT25/50P HIT5.5P HIT5P
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低振動振り子

CFRP製の振り子は、金属製振り子に比
べ、衝撃ポイントに当たる時のエネルギー
ロスが小さくより正確な測定を可能にして
います。限に抑えます。

認定された最高クラスの試験結果
の信頼性

振り子衝撃試験機は最も信頼できる試験
機にふさわしいとして、MPA NRW(ドイ
ツのMaterials Testing Office) に認
定されました。　これは振り子衝撃試験機
として最高位の合格レベルです。

計装器具

荷重と変位センサに加え、高速試験結果
取込みは力-変位-時間の傾きが測定でき
ます。

試験機は、測定値の曲線や特性値を記録
し、破壊力学解析や延性脆性遷移の把握を
可能にします。

強力な測定値取得スペック :
4 MHz、16 bit 分解能、
メモリ長 200,000 ポイント

低温試験

低温試験では、最初に試験片は冷蔵ボック
スで温度条件まで冷やされます。

次に試験片を入れたマガジンが、HIT振り
子試験金取り付けられた試験片ディスペン
サー載せられます。　

試験片取出しは素早く簡単に行えます。

オプションのデジタルサーモメーターでマ
ガジンの温度をモニタすることができま
す。

振り子衝撃試験機で、衝撃力と単位時間当たりの変位データが
記録できます

シャルピー試験用振り子ハンマー

エネルギーロスを最小限にする
硬質カーボン製ツインロッド

引張衝撃試験の締付け治具 低温試験時の試験片ディスペンサー
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シャルピー試験

アイゾット試験

引張衝撃試験　ISO method A

ダイナスタット衝撃試験
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表示の値は、ASTM規格による試験片の断面が1/8" x 1/2" (3.17 x 12.7 mm)の場合のアイゾット衝撃力

表示の値は、ISO規格によるノッチ無し試験片 10 4 mm の場合のシャルピー衝撃力
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ISO 4662、 DIN 53512、
　ASTM D 1054 準拠の振り子

エネルギー : 0.5 J
振り子の質量 : 101 g
ハンマーのタップ形状 : 半球形
直径 : 30 mm
アプリケーション : ゴム、エラストマー

DIN 13014 準拠の振り子

エネルギー : 0.196 J
振り子の質量 : 101 g
ハンマーのタップ形状 : 半球形
直径 : 30 mm
アプリケーション : マットレス

オプション

電気ヒーター付き試験片ホルダー
(室温 ～ 100 ℃)

4.8 反発弾性試験機

ツビックローエルは2つの異なった反発弾
性試験機を持っています。

ツビックローエル 
 5109 反発弾性試験機

この試験機はショブ型振り子としても知ら
れており、ゴムやエラストマー、軟質フォー
ムの反発弾性の評価に適していて、以下の
規格に準拠しています。

・ ISO 4662、 DIN 53512、 ASTM 
D 1054、 Method B rebound 
resilience of rubber and 
elastomers

・ DIN 13014、 DIN 53573: 
rebound resilience of flexible 
foams.

ボールタイプの反発弾性試験機

この試験機は、ISO 8307と、ASTM D 
3574に準拠して、軟質フォームの反発弾
性を測定するのに使われます。

直径16 mmのスチール製のボールを高
さ500 mmから試験片に精確に落下さ
せます。

試験機のエレクトロニクスにより、3つの光
バリアによってボールの反発高さを測定
し、反発弾性を計算します。

ツビックローエルの5109 	　デジタルディスプレー付 ボールタイプの反発弾性試験機

各種 振り子ハンマー
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4.9 HIT 230F 落重試験機

落重試験機は、ISO 663-2やISO 
7765-2、ASTM D3763の多軸パンク
チャ―試験要求に準拠すべく精密に製造
されています。

23 kgの落重ウエイトや落下高さ1 m、衝
撃速度 4.43 m/s などの性能を衝撃ポイ
ントでの精確な測定を実現しています。

シンプルな操作性設計と便利な
testXpert III ソフトウエアの組合せは、
高いレベルのオペレータの安全性に加え、
素早い試験片のセットを実現しています。

室温でも設定温度調整が必要な場合でも
高スループットな試験片交換が可能です。

HTM 高速試験機

高速試験機とは、油圧ドライブ多軸衝撃、
または、高速引張試験機で、20 m/sまで
の速さに対応しています。

高速引張試験では、ISO 18872の低速
および高速ひずみ速度に準拠します。　

HIT 230F 落重試験機 と、　HTM 高速試験機
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APC(Adaptive Parameter 
Configuration) 機能

フローレイトの測定種類によって異なった
パラメーターが必要になり、それぞれ適切
な試験精度が必要になります。

APC機能で、試験直前のピストン速度から
適切なパラメータを決定し、最大限の試験
信頼性を確実にします。

Cflow コンパクト押出し
プラストメーター

Cflowは、プラスチックのメルトマスフロ
ーレイトを迅速にモニタするための、費用
対効果の高いコンパクトな試験機です。　　

主に、PC接続を必要としないプラスチック
加工会社向けに設計されています。

4.10 押出しプラストメーター

押出しプラストメーターは、規定条件での
熱可塑性樹脂のメルトマスフローレイト
(MFR)と メルトボリュームフローレイト
(MVR)の規格値を測定します。

これらの試験はISO 1133-1 と ASTM 
D 1238に規定されており、 ASTM D 
3364ではPVCの試験方法について定義
されています。

さらに、 ISO 1133-2では、PAやPET、
PBTなどの、湿度や時間依存性の高いポ
リマの試験方法が定義されていて、試験機
に対する温度制御や試験性能要求を高度
化しています。

高精度な温度制御

全てのツビックローエルの押出しプラスト
メーターの温度表示分解能は0.1℃または
より優れています。

標準規格への準拠はもちろん、制御システ
ムは、ISO 1133-2 に規定されている変
位量と設定時間で＜０．３℃の温度一定性
要求を満たしています。

加熱エレメント、加熱チャンバー、バレルの
温度制御はすべて完全にコーディネートさ
れています。

Cflowには自動または手動押出しカッター
や安全ドア、ダイプラグなどのオプションが
用意されています。

タイプの異なる押出しプラストメーター試験機例 : PA、PBT、PETの試験には、精確な温度制御と準備に注意が必要です
APC（Adaptive Parameter Configuration）機能で開始から最適なパラメターで試験実行します

スライドさせてダイをリリース

押出しカッターとダイプラグ
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Mflow - モジュール式 
押出しプラストメーター

この試験機のベーシックバージョンでは、
MFR method Aの測定に使われます。

変位トランスデューサを使用すること
で、MVR Method Bまで拡張でき、APC
機能も使えます。

アドバンテージ :

・ 高精度な温度コントロール

・ APC(Adaptive Parameter 
Configuration) 機能

・ モジュールデザイン - レトロフィット可能 

・ スタンドアローン操作　または

・ testXpert III を使った利便性高い
PCコントロール

・ エラーにつながるバブルの自動検知

・ 豊富なアクセサリー

Aflow - オールラウンドな 
押出しプラストメーター

Aflow は高度な自動化が特徴です。

ボタンを押すだけのシンプルなクリーニン
グや定義済みの事前圧縮から、無段階の試
験荷重調整まで、Aflowはお客様の試験
状況に応じてすぐにご使用いただけます。

事前圧縮によって、オペレーターが頻繁に
交代した場合でもばらつきを比較的小さく
抑えることができます。

荷重80 kgで押出しバレルから残りの材
料を排出することにより、試験後のシーケ
ンスは加速され、ボタン一つで空気洗浄が
行われます。

この試験機は、また、荷重範囲50 kgまで
のとても高いMFR値まで精確な測定がで
きます。

モジュール式　Mflow : (左)ウエイトリフティング ユニット、 (右)ウエイト プリセレクター

Aflow 押出しプラストメーターは、オペレーターの影響を最小限に抑え、過酷な使用に耐え
る頑強な構造と、高レベル自動化が特徴です。

 旋回式タレット

ピストン

プレコンパクティングと
クリーニング用の
クリーニングデバイス装置

セルフアライメント
ローディングホッパー

安全ドア 自動押出し
カッター

ディスプレー、
コントロールパネル、
エレクトロニクス
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機能、構成とインターフェース

・ 試験温度 : 300 ℃ まで

・ ビルトイン温度コントロールとデータ取得

・ はっきりと見やすい測定値ディスプレイ

・ セーフティーサーモスタット

・ 電気的液量レベルモニタリング

・ testXpert III 試験ソフトウエアでPC
接続のシーケンス制御とデータ取得

・ 測定ステーションの熱膨張補正機能を
内蔵

・ 手動による測定ステーションの降下

・ 手動による試験ウエイトの負荷

・ 手動、または、ソレノイドバルブ制御によ
る冷却　

4.11 HDTとVicat 試験機
 (熱たわみ温度、ビカット軟化温度の測定)

HDT/Vicat スタンダード

HDT/Vicat スタンダードは、教育やトレ
ーニング目的はもちろん、製品受入検査や
製造モニタリングで使用されるように設計
されています。

ご要求に応じて6つの測定ステーションま
での様々な試験機を提供しています。

PC接続で、並列テストシーケンスや測定値
曲線の表示など便利で使いやすくなって
います。

PC制御のテストシーケンス

伝熱流体が開始温度に達したらすぐに、試
験片は測定ステーションに設置され、手動
で液槽の中に浸されます。

次に試験ウエイトがかけられ、PCのメニ
ュー形式でテストシーケンスを開始できま
す。

負荷下での予熱が完了すると、変位信号
がゼロになり（プログラム制御）、事前設定
された速度で伝熱流体の加熱が開始され
ます。

試験が終了したらすぐに加熱はオフにな
ります。

ソレノイドバルブを介した伝熱流体の再冷
却がPC操作により開始されます。

HDT/Vicat 3-300 S ベーシック試験機 :
１～3ステーション構成で300℃まで測定

ビカット軟化温度(左上)と熱ひずみ温度

HDT/Vicat 6-300 S は冷却制御ソレノイドバルブを備え、1～6ステーションまで構
成できます。
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HDT/Vicat オールラウンド

オールラウンド試験機は、試験開始時にモ
ーターホイストにより測定ステーションをオ
イル槽へ降下させ、試験終了にはオイル槽
から引き上げげます。

全ての試験機は自動制御の冷却装置を備
えています。　冷却コイルを使用する試験
機やより高効率の熱交換器を備えた試験
機があります。

　

Vicat ドライ

Vicat ドライ試験機のドライ法(オイルフリ
ー)は、ISO 306 (ビカット軟化温度の測
定)で規定されています。

これまで、オイル槽を使った試験結果と統
計的に一致していることが証明されてい
ます。

もうオイル臭は発生しません

Vicat ドライ試験機はとても快適で便利
な試験ソリューションです。
オイルフリー測定は、クリーンで無臭な作
業環境を提供し、テストシーケンスは完全
に自動です。

テストシーケンスとデータのパラメーター
化と、曲線表示がPC上でわかりやすく表
示されます。

オールラウンド HDT/Vicat 3-3000A(左) と　6-3000A(右) はホイストで組付けられ、試験全体を自動で実行できます
3つまたは6つの測定ステーションに対応したオイル槽を備えています

Vicat ドライのオイルフリー測定はクリー
ンな作業環境を提供します

熱交換器を備えた HDT/Vicat 3-3000A(左 : 3測定ステーション) と　6-3000A(右 : ６測定ステーション) 
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4.12 ロボット試験システム
 

自動試験片フィードシステムや搬送システ
ムは、統計的かつ信頼できる特性値が要
求される研究開発機関で広く使用されて
います。

試験片フィードシステムは様々な用途向け
の試験機で使うことができます。

自動試験のアドバンテージ

 ・ 目的 - オペレーターに影響されない試
験結果

 ・ より再現性の高い試験結果

 ・ 試験キャパシティの拡充 - 夜間や週末
のオペレータシフトが不要

roboTest A と roboTest B

コンパクトなデザインで、このロボットシス
テムは小さな試験ロットでも全自動で稼働
しますし、もちろん手動でも操作できます。

roboTest A は、室温での引張試験
に、roboTest B は、曲げ試験用の試験
片フィードシステムも搭載できる設計にな
っています。

どちらのシステムもマガジンには20スロッ
トあります。

roboTest F

この試験機は主に、フィルムや織物の室温
での試験に使われ、可動式スタンドやスプ
リングクリップ、回転チェーンから構成され
ています。

マガジンには200までの試験片がセット
できます。

roboTest B : 引張試験と曲げ試験で交換が簡単
　                   20試験片までセットできるマガジンから自動で試験片フィードが可能

roboTest A : 
　　硬い試験片が20まで自動フィード可能

roboTest F : 
　　　フィルムと織物の自動フィードが可能
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roboTest L

このロボットアームは圧縮空気吸引グリッ
プまたはツメ形グリップを使ってます。

450までの引張や曲げ試験用の試験片　
または300までのリング状試験片がマガ
ジンにセットできます。

roboTest R

このロボットアームは、断面測定ステーシ
ョンやスケールなど、複数の試験機や測定
器、温度チャンバーにも試験片をフィード
できます。

roboTest H

このロボットアームは、20までの試験片を
事前冷却されたマガジンから素早く安定し
て搬送することができます。

マガジンから取り出されて3秒以内に衝撃
試験が実行されます。

マガジンはとても素早く交換することがで
きます。

roboTest R : 試験片フィードシステムは、引張や曲げ、衝撃、硬さ試験などの複数の試験装置に対応しています
　　　　　　　　　　 大型試験片マガジンや温度チャンバーはこの試験機の機能の一部になります

roboTest L : プラスチックやゴムの引張や曲げ試験を行います
　　　　　　　　　　 大型試験片マガジンで、夜間や週末の連続稼働が可能です

roboTest H : シャルピー試験や
アイゾット試験用の試験片フィードシステム
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ショアA、D、B、C、0 と 00

最大値の表示用置き針の有り無し含め、種
々のショアスケール用のアナログ硬度計を
提供しています。

デジタル ショア硬度計はspringloaded
outer ringでズレを防ぎ、正しい接触力
を実現しています。

電子測定ユニットは測定時間を制御し、PC
への直接または測定ユニット内部メモリか
らのアップロードでのデータ転送が容易
です。

4.13 硬度計
 

ツビックローエルは既存のポリマーに関す
る試験方法のすべてに対応できるよう硬
度計を提供しています。

硬さ試験の中で、ショアAとIRHDはゴム
とエラストマーに、ショアDとボール押込み
やロックウェルは半硬質または硬質プラス
チックの測定に適しています。

硬質、ガラス繊維強化プラスチックや複合
材はバーコル硬さ試験で測定されます。

加えて、アスファルトや薄いフォーム部品、
ラミネートフロアー向けには特別な試験も
あります。

テスト・スタンド

高精度測定を必要とする研究機関ではテ
スト・スタンドを使った測定が推奨されま
す。

検証デバイス

定義されたショア値に精確に製造された厚
さの、認定測定リングが加圧子の操作を検
証するのに使われています。　ショア硬度
計の測定リングのチェックに、校正スタンド
を使うことができます。

ウエイトはショア値に対応した位置までレ
バーで押込まれます。

アナログ ショア硬度計

テスト・スタンドとデジタル ショア硬度計

エレクトロニクス・ユニット内蔵
                         デジタル ショア硬度計

テスト・スタンドとアナログ ショア硬度計ショアAとD用 校正スタンド
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ツビックローエル 3103 IRHD
 マイクロコンパクト

このデジタルディスプレー電子硬度計は
IRHD micro? 硬度の精確な測定に使わ
れます。

ツビックローエル 3105 
 コンビ テスト

この硬度計では、測定サイクル全体が自動
的に実行できます。

全てのIRHDとショア硬さ用の測定ヘッド
は簡単に交換できます。

 ・ ショアA、B、0

 ・ ショアD、C、D0

 ・ マイクロショア

 ・ IRHD M、N、H、L

 ・ IRHD スーパーソフト(VLRH)

センタリング機能でOリングの信頼できる
測定を確実にします。

ツビックローエル 3108
 Pusey & Jones 硬度計

押込み深度、および、ゴムやゴムローラー、
ゴムブロック、紙ローラーなどの弾性の測
定に使われます。

ツビックローエル 3350
 バーコル硬度計

このデジタル硬度計は、表面が平坦でない
仕掛かり製品や完成品と共に、ガラス繊維
強化プラスチックや熱硬化性樹脂、硬質熱
可塑性プラスチック用に使用されます。

ツビックローエル 3106
 ボール押込み硬度計

961 N、 358 N、 132 N など様々なウ
エイトで、広範囲の加圧子から選択でき、　
ボール押込み硬さ、ISO 2039-1、ロック
ウェルスケール R、L、M、E、K と金属やプ
ラスター、カーボンの試験に使われます。

ZHR ロックウェル硬度計

この硬度計は、ロックウェルスケール 
R、L、M、E、K と　ASTM D785やISO 
6508に準拠した試験を行うことができ
ます。

Oリングの硬度試験 3108  Pusey & Jones 硬度計 ツビックローエル 3350 バーコル硬度計

ツビックローエル 3103 IRHD マイクロコンパクト

ツビックローエル 3105 コンビ テスト 3106 ボール押込み硬度計
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フレキシブルなマスター試験プ
ログラム

各パラメーターが個別に設定できるマスタ
ー試験プログラムによって、テストシーケン
スや操作ステップ、結果処理、データロギン
グの高自由度設計が可能になっています。

試験

試験進行に伴ない個々のデーターはモニタ
ースクリーンにオンラインで表示されます。

試験実行はリアルタイムに処理され、ビデオ
録画することも可能です。

4.14 testXpert III - 
材料試験の新世代ソフトウエア
 

testXpertでツビックローエルは、試験機
に依存しない、自動も手動も、振り子衝撃
試験、押出しプラストメーター、硬度計、落
重試験など全てのアプロケーションに対応
する、単一のオペレーション・コンセプトを
発表しました。

これによるアドバンテージは、ソフトウエア
を何種類も覚える必要がなく、習得時間を
短縮できることです。

testXpert III は、150年以上の材料試
験の経験と、全世界に渡り20,000以上
の導入成功実績をユーザーに提供します。

シンプルに優れています

testXpert III の突出した特徴は、驚くほ
どシンプルで直観的な操作性です。

わかりやすいアイコンと整理されたメニュー
構造は、使い始めやすく慣れるまで時間が
かかりません。

すぐに使える標準試験プログラム

既存の全ての標準規格に準拠した標準試験
プログラムが、予めプログラムされ動作確認
されています。

そのため最初の取り掛かりが簡単で、かつ、
テストシーケンスと結果の評価は標準規格
に従うものになります。

試験実行と同時に結果も計算されるので、
例えば、曲げや圧縮弾性率の測定のスピ
ード変更などテストシーケンスを制御でき
ます。

試験結果の評価

例えば、追加の画像や、異なったテスト曲線
表示、表、追加特性など、testXpert IIIで
は、要求に応じて多くの異なったレイアウト
が編集可能です。

全世界に20,000以上の導入実績のある testXpertは、マーケットで最も成功した材料
試験ソフトウエアの一つです

同じソフトウエアで全てのタイプの試験機に対応しています
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4.15 ロードセル
 

ロードセルは最も必要とされる品質要求を
満たさなければいけません。

基本はISO 7500-1 または　ASTM E4
の校正規定です。

これは一種のファクトリー校正で、サービス
部門によってDAkkSまたはCOFRAC、
NAMAS校正として、試験機は繰返し試運
転されています。

これにより、試験機は常に信頼できる状態
になっています。

Xforce ロードセルはさらに上
を - ツビックローエルだけのソ
リューション

他の同様なロードセルにに比べ、試験結果
への温度や横荷重の潜在的な影響はほと
んどありません。

Xforceロードセルはとても頑強で、圧縮
や曲げ試験中にかかる横荷重のような要
因に対して高い耐力を持っています。

温度補償により、測定は実際の周囲温度の
影響を受けません。　

これらは、精度0.5級または1級の範囲内
で、測定レンジはとても広くなっています。

Xforce HP/Kのロードセルは通常は、公
称荷重の0.1%から±1%より良い表示偏に
達します。

品質要求に最も必要とされるロードセル : (左) Xforceロードセル、　(右) Xforce HP の設計は、リングねじり測定原理を使っています

全てのロードセルは試験機のサービス開始すぐに、ツビックローエルのファクトリー校正が実施されます
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4.16 試験片グリップ

空圧および機械式グリップ ネジ式グリップ

軟質および脆性材料向け信頼できる荷重追従型クランピングと機械式グリップ

特定材料向けグリップと試験片形状 : (左)リング試験装置、(右)トグルグリップ

スプリンググリップ モジュール式定位置くさびグリップは構成変更が容易です
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4.17 伸び計
 

ツビックローエルは、ポリマー試験用に広
範囲で様々な伸び計を提供しています。

makroXtens、 multiXtens

自動機械式伸び計であるmakroXtens 
II とmultiXtensは、弾性率測定のISO 
527-1 の要求を満たしています。

センサーアームを交換することで、周囲温度
や恒温槽を使っていろいろな試験が実行で
きます。

ナイフエッジを傾けることにより超過荷重の
伝達を防ぎ、壊れやすい破損状態の試験片
であっても、安全で、高信頼性の操作を確実
にします。

videoXtens

videoXtensは、イメージプロセッシングを
使用しており、長手方向と横ひずみを高精
度での測定を可能にしています。

lightXtens - 高伸長向け

機械式ロングストローク伸び計は、引張弾性
率が不要な場合に使われます。　

光学式タイプは特に、ホイップしやすい試験
片や恒温槽での試験に適しています。

手動クリップオン伸び計

デジタルとアナログのクリップオン伸び計を
様々なバージョンで提供しています。
コストセービングに適しています。

引張り、圧縮、曲げ試験用 makroXtens II(左上) とmultiXtens(左下)

3、4点曲げ試験用トランスデューサー 長手方向と横ひずみの光学式試験用
videoXtens HP 

digiClip - クリップオン伸び計 機械式ロングストローク伸び計 lightXtens - 光学式ロングストローク伸び計
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革新的なツビックローエルの
リニューアルとは

 ・ 最低１０年の、システム全体に対する信
頼性の高いサービスとサポート

 ・ 対象となる新試験機と完全互換

 ・ 実質的に全てのアクセサリーを再利用

 ・ ツビックローエルの幅広いアクセサリー
がインストール可能

 ・ 将来性 - 最新の開発技術をインストー
ルできます

 ・ 全ての安全に関する法的要求事項を
遵守

4.18 RetroLine 
　　　　　　試験機のリニューアル

ツビックローエルは、他の試験機メーカー
の材料試験機を最先端の制御、測定、ドラ
イブ、そしてソフトウェアにリニューアルす
る事によって、50以上の異なるサプライヤ
ーの装置をツビックローエル仕様へ更新す
る事が出来ます。

リニューアル工程で使われる測定、制御エ
レクトロニクス、ドライブ技術、試験ソフトウ
エアは、新しい試験機で実証され標準化さ
れています。

お客様の試験機への、信頼できるたリニュ
ーアルのエキスパートについては、ツビック
ローエルにご相談ください。

要望があれば、ドイツのウルムにあるツビ
ックローエルの施設にて、完全なオーバー
ホールと塗装をリニューアルに含めること
ができます。

試験機に必要な安全装置を備えCEマーク
と対応する製造者のヨーロッパの安全に
関する要求を遵守する申告確認が得られ
ます。

ツビックローエルでは、我々の試験機も他のメーカーの試験機(右)もどちらもリニューアルします
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4.19 最初から最後までサービ
スは安心してツビックローエルに

ツビックローエルにお任せいただければ、
試験機について何も心配することはあり
ません。

我々の技術アドバイザーおよび経験豊富な
アプリケーションエンジニアは専門的なアド
バイスの準備が出来ており、アプリケーショ
ンテストラボは多くの静的および動的試験
機を備えています。

ツビックローエルのサービスエンジニアは
事前検収や設置から、最初の校正や安全
項目、ハードウエアとソフトウエアの説明ま
で、トラブルなく試験機を立ち上げること
をお約束します。

また、サービスエンジニアは定期検査や定
期校正を実施いたします。

ホットラインのスタッフは、誤動作など、ハ
ードウエアやソフトウエアに関する質問の
解決をお手伝いします。　サポートデスク
はリモートアクセスを使って、個別の案件
についてのアドバイスや迅速な支援を提供
します。

修理は直接オンサイトまたはツビックロー
エルの施設で実施され、24時間体制で修
理部品の個別包装や発送を行っています。

トレーニングコースは、材料試験の全てをカ
バーしているウルム本社またはお客様の地
域のツビックローエル・アカデミーが提供い
たします。 

コンサルテーション

デモンストレーション

事前テスト

ホットライン / サポートデスク・リペア

スペアパーツ

ソフトウエア・サービス

トレーニング・コース 

　　- ツビックローエル　アカデミー

アプリケーション・ラボ / 受託試験

リニューアル / 
中古 / 新規購入

保守 / 検査 / 校正

レトロフィット / 移設

アライメント測定 / 

測定系診断

稼働稼働 / オペレーション試運転新規購入

コンサルテーション

プリ・アクセプタンス

インスタレーション

取説

初期校正

ツビックローエルの技術者は、50以上の国でファーストクラスのサービスを保証します

ツビックローエルは、試験機のライフサイクルを通して継続したサポートを提供いたします
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Your local company      worldwide

Zwick Korea
Zwick Japan

Zwick China

Zwick Asia

Zwick India

Zwick Brazil

Zwick USA
Zwick Averasya

Zwick Norge

Zwick Sveriga

Zwick Italia
Zwick Iberica

Zwick UK

Zwick France

Zwick Polska

Zwick CR, SR
Zwick Belux

Zwick Venlo

ZwickRoell AG

Indentec

ASMEC GmbH

Messphysik Materials Testing GmbH

GTM Gassman Testing and Metrology

ZwickRoell GmbH & Co. KG

Hardness Testing Machines Ltd.

August-Nagel-Str. 11
D-89079 Ulm
Phone	 +49 7305 10 - 0
Fax	 +49 7305 10 - 200
info@zwickroell.com
www.zwickroell.com

Members of the Zwick Roell AG

www.zwick.com

www.messphysik.com

www.indentec.com

www.gtm-gmbh.com

www.asmec.com

株式会社ツビックローエル
〒222-0033
神奈川県横浜市港北区新横浜	 3-8-8
日総第16ビル405

Phone	 ：　045-595-9655
Fax	 ：　045-595-9656

E mail	 ：　info.jp@zwickroell.com
HP	 ：　www.zwickroell.com
YouTube	 ：　ZwickRoell.tv
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